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寄附で支える！我がまち富里！

寄附は住み良いまちづくりのための
「応援のかたち」です。

現在サポートセンターには77の市民活動団体が登録して

います。自分たちの暮らす環境をもっと魅力的にしたい、

災害に強いまちにしたいなど、立ち上げたきっかけは様々

ですが「富里をもっと良くしたい」という思いは共通して

います。その中で「資金作りが難しい」など様々な課題も

出てきます。

今号では、地域の課題解決に直接関われなくても、まち

づくりを応援できる「ちい寄附」の仕組みや、実際に参加

している事業者の声をご紹介します！「地域を良くした

い！」と手を挙げた団体を、気軽に応援できる社会になっ

たら、課題解決や魅力アップにも拍車がかかり、私たちの

安心した暮らしにつながっていくのではないでしょうか？

賛同店舗で「寄附メニュー」を購入したり、店舗に備え付けの寄附箱へ寄附することで、気軽に公益的な活動

を応援でき、まちづくりに参加できる仕組みです。集まった寄附金は市のふるさと応援寄附金に入り、富里市が

住み良い地域になれるように活動している市民活動団体への補助金に、活用されています。（詳細は市HPをご覧く

ださい）

「ちい寄附」って？◆

～市民が市民活動を支える寄附の仕組みです ～
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市民活動支援補助金がこんな事業に活用されました

今回支援補助金を利用して、市内3地区の自

治会に「高齢者の移動手段に関するアンケート

調査」を実施しました。

コロナの影響で、定例会や自治会へのアンケ

ート調査等、充分に展開することができずに苦

労しましたが、多くの市民が新しい交通システム

に対して関心も高く、説明会の開催を望む声が

あることがわかりました。

今回の調査から、次年度以降、乗合送迎サ

ービスの先進地事業者を招いて「市民フォーラ

ム」等の実施を検討していきたいと思います。

市民活動支援補助金の制度を利用して様々な計画

を立てました。その中の一つ、スイカのガスホルダーの

解体の様子をドローンで記録しました。空撮を通じてマ

スコミ との繋がりができ、映像データを複数のマスメ

ディアに提供させてもらいました。

報道を通じて富里市をPRすることやガスホルダーの

ある風景を残せたことに貢献できたことは、とても大き

な成果でした。今後も新たな事業を開拓して、地域づ

くりに貢献していきたいと思います。

『富里の歴史を映し、希望を映すみんなの
ドローン事業』 ～とみさとドローンクラブ～

『「コミュニティカーシェアリング」
事業を実施するための調査研究事業』

～富里の明日を考える会～

そば処 如月
川島 正巳さん

富里市新橋657 Tel 0476-93-3157

くすりのヘルシーボックス
湯浅晴基さん 川島臣隆さん
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プレールさなだ
真田 政和さん

富里市七栄703-1 Tel 0476-92-7031

「ちい寄附」への『想い』を賛同店舗の皆さんに聞いてみました

当店は富里市と酒々井町の境
にあるので、他地域のお客様も
多いです。レジ横とカウンター
に寄附箱を設置しています。集
まった寄附金の使い道がシーズ
ンごとにあると、もっと共感を
得られると思いますね。今後も
一緒にちい寄附を盛り上げて行
きたいです！

ちい寄附の仕組みができた時か
ら地域の活性化になればと、ずっ
と賛同しています。お店としては
おすすめの商品で寄附ができ、お
客様にとってはその商品を購入す
ることで身体にも良く、地域貢献
ができます。どんなことに使われ
ているのかをアピールして、ちい
寄附をもっと広めたいですね。

富里に引っ越してきて30年以
上、開業して14年がたちました。
お世話になっている地域のため
に役に立てることだと思い賛同
店になりました。ちい寄附は、
お客様自身が地域貢献できる良
い取組ですね。
みんなで市民活動を応援しま

しょう！

an'z Bar
土屋 雅史さん

以前、子ども食堂を実施してい
たことがあります。社会貢献活動
の場があることによって、色々な
方々が交流し、地域も元気になり
ますよね。そして、地域が元気に
なることで飲食店も元気なお客様
に支えられ、活気が出てくる・・
そんな循環の一役を担えればと
思っています。

富里市七栄649-662 Tel 0476-93-7844



うちはこんな地域です！ 第6弾
「七栄連合区」～地域で守る伝統～

七栄親子まつりの拠点“七栄稲荷神社”
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新しい登録団体の紹介 『富里親心会』
～自分たちも楽しく、子どもたちも楽しく～

団体を立上げて3年目になる「富里親心会」。当時の富里市Ｐ

ＴＡ連絡協議会の構成メンバーだった市内小中学校のＰＴＡ役

員の有志が、「ＰＴＡを引退して、せっかくできた繋がりがな

くなるのはもったいない！」と集まって立ち上げました。「自

分たちも楽しく、子どもたちも楽しく！」をモットーに富里の

子どもたちが楽しく過ごせるよう活動をしています。会のメン

バーは現在19名。40代のメンバーがほとんどです。

コロナ禍になる前は、福祉まつりやひよし夏祭りでポップ

コーンなどの販売や、市内の福祉施設のイベントのお手伝いを

してきました。昨年は、子どもたちとじゃがいも収穫のイベン

トを企画していましたが、コロナ禍で実施できなかったので、

メンバーで収穫し、富里市社会福祉協議会に寄付をしました。

今年は秋に子どもたちとさつまいもの収穫をしたいと、現在企

画中です。

富里の子どもたちに伝えたいことをお聞きすると「みんなの

周りには見守ってくれている大人が沢山います。素直にのびの

びと過ごしてもらいたいです。勉強にスポーツに好きなことを

目一杯頑張って欲しい」と話されていました。

七栄連合区は七栄一区から六区の6つの区で構成され、約1,300世帯が加

入しています。各区の区長・副区長と評議員2名、それに連合区長・副連合

区長の合計26名で、2ヶ月に1度定例会を開き連合区の運営について話し

合っています。

七栄地区の歴史は古く、明治時代の七栄開拓から平成30年で150年を数え

ました。その節目に「七栄開拓百五十年記念誌」を作り、市長をはじめ多く

の方をお招きして記念式典を行いました。

七栄連合区の主な活動は、区民の安心安全な住み良い地域の環境づく

りです。地域から出る意見を取りまとめて市に提出しています。

また、最大行事である2つのお祭りも大事な地区の活動です。8月に

七栄小学校で行われる『夏まつり』は校庭にやぐらを設置して、婦人会

の方を中心に盆踊りを踊ります。そのまわりには住民の方たちによる出

店が並び、大勢の人で賑わいます。

もう一つは、10月に七栄稲荷神社を拠点に行われる『七栄親子まつり』です。希望する子どもたちがお

稚児さんとなり、山車と一緒に町内を練り歩きます。2つのお祭りを通して、七栄連合区の一体感を強めて

います。ただ、コロナ禍で昨年は残念ながら中止になりました。今年は実施できるかどうか、様子を見て

いる状況です。

他の地域と同様に七栄連合区も、住民の高齢化と若い世代の会員離れが課題です。今後に向けては、無

理なく、何か問題が出たときに素早く解決していく体制を整えていきます。

メンバーの皆さん

4月には子ども食堂のお手伝いをしました。



市民活動団体のためのパソコン・スマホ活用相談会

富里市では、平成25年度から社会貢献活動への関心を高めるため、市内の小学生を対象に
ボランティア体験を実施しています。市民活動団体の活動を実際に体験するプログラムです。
申込書は小学校を通して児童に配付します。

＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況及び小学校の夏休み期間の短縮等により事業の実施が
困難な場合は、中止となる場合もあります。

助成金情報やセンター主催のセミ
ナー、近隣市町村でのセミナー等、団
体向けの情報を配信しています。１団
体何人でも登録できます。

常時、皆さんからの投稿もお待ちして
います！何気ない日常を切り取って気
軽に投稿してください。写真の投稿時、
「#富里いいね」付けてくださいね！

まちづくりを盛り上げてもらいたいという
想いを込めて、市民活動の紹介や、市
内で行われる催しなど、身近な情報を
盛りだくさんの内容で発信中です！

編集後記：
爽やかな気候が続いていましたが、

この号が発行される頃には梅雨入り
しているかもしれませんね。思うよ
うに出かけられないこともあります
が、お花を見たりして気持ちを和ま
せたいと思います。（りんごっこ）

配布先：市内公共施設他発行部数：2200部

次回は令和3年9月予定 （年4回発行）

＜連絡先＞とみさと市民活動サポートセンター

〒286-0292 千葉県富里市七栄652番地１（富里市役所 すこやかセンター1階）

■TEL／FAX：0476-93-4123 ■E-mail：tomisapo@bz04.plala.or.jp

色々な情報が載っていまーす！！ ぜひ登録してね♪

お知らせ

手順① 項目を選ぶ 手順② 相談日時を選び申し込む（2日前までに申込み）

① ５月３１日（月） 10:00～12:00 13:00～15:00

② ７月１７日（土） 10:00～12:00 13:00～15:00

③ ９月２８日（火） 10:00～12:00 13:00～15:00

④ １１月２６日（金） 18:00～20:00

⑤ １月２８日（金） 10:00～12:00 13:00～15:00

⑥ ３月２４日（木） 10:00～12:00 13:00～15:00

①LINE・メールなどの使い方

②Zoomの始め方

③Facebookページの作り方

④Wordを使ったチラシの作り方

⑤インターネットの基本

参加費：無料（とみさと市民活動サポートセンターに登録していない団体は資料代として一人当たり200円が必要です。）

持ち物：ご自分のパソコン、スマホ、筆記用具など

• 対象は市民活動団体です。１団体につき最低2名以上でお申し込みください。

• 各時間帯は１項目のみといたします。（項目が同じであれば違う団体でも一緒に受けていただく場合があります。）

• 申込みは何回でもできますが、予約が重なった場合は初めての申込みの団体を優先いたします。

• 詳しい相談内容については、申込み完了後、打ち合わせいたします。

令和3年度 夏休み！小学生ボランティア体験 参加者募集！

普段、活動をしている中で、もう少しパソコンやスマホを使いこなせ

たら活動の幅も広がるのに・・と悩んでいませんか？

そんな悩みを抱える団体の皆さんのためにパソコン・スマホ活用相談

会を実施いたします！パソコンに対する苦手意識を克服し、活動の幅を

広げていきませんか？

下記の手順に従ってお申し込みください。


